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『
ア
メ
リ
カ
国
民
と
中
国
』

　
米
中
関
係
の
緩
和
を
阻
害
す
る
要
因
は
、
米
中
双
方
に
多
く
見
ら
れ
る
が
、

そ
の
中
で
も
相
手
国
に
対
し
て
持
つ
認
識
が
敵
視
感
情
の
カ
ラ
に
覆
わ
れ
て
い

る
限
り
、
両
国
の
関
係
が
改
善
の
方
向
に
向
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
う

い
つ
た
観
点
か
ら
、
一
九
六
六
年
は
、
米
上
院
外
交
委
員
会
に
よ
る
「
中
国
政

策
に
関
す
る
公
聴
会
」
お
よ
び
下
院
外
交
委
員
会
の
一
分
科
会
に
よ
る
同
様
の

公
聴
会
の
開
催
に
よ
つ
て
、
画
期
的
な
年
で
あ
つ
た
。
す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ

の
大
学
、
研
究
所
の
中
国
専
門
家
、
研
究
者
が
各
々
の
研
究
を
踏
ま
え
て
「
多

く
の
ア
メ
リ
カ
人
に
と
つ
て
暗
黒
で
神
秘
な
国
、
中
国
を
解
明
し
よ
う
と
い
う

貴
重
な
公
共
へ
の
サ
ー
ビ
ス
」
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
）
を
行
な
つ
た
か

ら
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
中
国
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
特

異
性
と
そ
の
歴
史
的
変
化
を
改
め
て
思
い
出
し
た
の
で
あ
つ
た
。



　
こ
こ
に
紹
介
す
る
ス
テ
ィ
ー
ル
の
著
書
が
こ
の
よ
う
な
折
に
刊
行
さ
れ
た
こ

と
は
、
偶
然
の
一
致
で
あ
る
に
し
て
も
注
目
に
値
す
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
本
書
は
、
ア
メ
リ
カ
外
交
関
係
協
議
会
後
援
の
「
世
界
に
お
け
る
米
国

と
中
国
」
’
シ
リ
ー
ズ
三
部
作
の
一
巻
と
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
、
著
者
ス
テ

ィ
ー
ル
は
、
一
九
三
二
年
か
ら
五
〇
年
ま
で
中
国
で
過
し
た
著
名
な
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
で
あ
り
、
そ
の
後
も
一
〇
年
程
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ヘ
ラ
ル
ド
ト
リ
ビ

ュ
ー
ン
紙
の
特
派
員
と
し
て
極
東
で
過
し
て
い
る
極
東
通
で
あ
る
。

　
本
書
は
、
四
部
一
一
章
か
ら
成
る
。
第
一
部
は
簡
単
に
ア
メ
リ
カ
の
伝
統
的

な
対
華
態
度
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
．
米
中
関
係
の
は
じ
ま
り
は
一
七
八
四
年

の
望
ム
プ
レ
ス
・
オ
ブ
・
チ
ャ
イ
ナ
”
号
が
交
易
の
た
め
中
国
に
赴
い
た
こ

と
に
は
じ
ま
る
が
、
そ
れ
は
極
め
て
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
広
い
意
味
で
の

接
触
が
開
始
さ
れ
る
の
は
、
一
八
三
〇
年
代
以
降
の
宣
教
師
の
活
動
に
よ
る
所

が
大
き
く
、
一
九
世
紀
以
来
ア
メ
リ
カ
人
の
中
国
と
中
国
人
を
観
る
目
は
、
冷

静
で
あ
る
よ
り
む
し
ろ
情
緒
的
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
宣
教
師
を
通
じ
て
中
国
を

観
た
こ
と
に
よ
つ
て
、
ア
メ
リ
カ
人
の
中
国
観
は
人
道
者
、
保
護
者
的
な
も
の
に

な
つ
た
。
世
紀
が
代
わ
る
と
ア
メ
リ
カ
の
対
華
政
策
と
そ
の
態
度
は
変
更
さ
れ

た
。
米
西
戦
争
の
勝
利
に
よ
つ
て
極
東
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
い
う
足
掛
り
を
得
た

こ
と
が
、
ア
メ
リ
カ
を
し
て
中
国
に
対
す
る
「
門
戸
開
放
機
会
均
等
主
義
」
を
唱

導
さ
せ
る
に
至
つ
た
と
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
中
国
の
「
保

護
者
」
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
は
、
そ
の
領
土
保
全
を
訴
え
る
こ
と
に
よ
つ
て
主
．

観
的
、
心
理
的
に
ア
メ
リ
ヵ
を
中
国
に
よ
り
深
く
結
び
付
け
る
こ
と
に
な
つ
た
。

一
九
二
〇
年
代
の
国
民
革
命
の
遂
行
は
、
ア
メ
リ
カ
の
関
心
と
同
情
を
新
し
く

喚
起
す
る
も
の
が
あ
つ
た
。
一
九
三
一
年
の
満
州
事
変
の
勃
発
は
、
日
本
の
行
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動
へ
の
非
難
と
裏
返
し
に
米
国
を
親
中
国
の
方
向
に
向
わ
せ
た
。
ア
メ
リ
カ
は

期
待
し
た
孫
文
の
死
に
よ
つ
て
、
そ
の
代
理
と
し
て
蒋
介
石
を
選
ん
だ
。
一
九

二
七
年
の
反
共
ク
ー
デ
タ
i
、
ア
メ
リ
ヵ
の
名
門
ウ
ェ
ル
ズ
レ
ー
女
子
大
を
卒

業
し
た
宋
美
齢
を
妻
と
し
た
こ
と
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
る
こ
と
、
は
彼
の
逆

境
に
お
け
る
闘
い
ぶ
り
と
相
ま
つ
て
蒋
の
イ
メ
ー
ジ
を
益
々
高
め
る
も
の
が
あ

つ
た
。
ま
た
こ
の
時
期
に
パ
ー
ル
バ
ッ
ク
の
「
大
地
」
が
米
国
内
で
広
く
読
ま

れ
、
そ
れ
が
果
た
し
た
役
割
も
見
逃
し
得
な
い
。

　
一
九
三
七
年
に
は
じ
ま
る
日
華
事
変
は
、
ア
メ
リ
カ
の
中
国
観
を
ま
た
変
え

る
も
の
で
あ
つ
た
。
一
九
三
七
年
七
月
の
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
の
世
論
調
査
で
は
、
日

華
ど
ち
ら
か
に
同
情
す
る
と
答
え
た
四
四
・
六
％
の
人
々
の
九
三
・
五
％
は
中

国
側
で
、
わ
ず
か
六
・
五
％
が
日
本
側
で
あ
つ
た
と
い
う
。
日
本
の
真
珠
湾
攻

撃
に
よ
つ
て
米
中
が
同
盟
国
と
な
つ
た
時
、
そ
れ
は
長
い
婚
約
の
後
で
結
婚
し

た
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
米
中
蜜
月
時
代
が
頂
点
に
達
す
る
の
は
、
蒋
介
石
夫

人
宋
美
齢
が
援
助
を
訴
え
に
一
九
四
三
年
ア
メ
リ
カ
に
や
つ
て
来
て
大
成
功
を

収
め
た
と
き
で
あ
つ
た
。
し
か
し
第
二
次
大
戦
直
後
、
中
国
の
内
戦
が
激
化

し
、
国
民
政
府
の
腐
敗
、
堕
落
が
明
ら
か
に
な
る
に
つ
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
国
民
の

蒋
介
石
へ
の
イ
メ
ー
ジ
は
下
落
の
一
途
を
辿
つ
た
。
中
国
共
産
党
が
本
土
を
制

圧
し
た
一
九
四
九
年
の
時
点
で
行
な
わ
れ
た
世
論
調
査
は
、
ア
メ
リ
カ
人
の
五

〇
％
が
ア
メ
リ
カ
は
国
民
政
府
へ
の
援
助
を
打
切
つ
た
方
が
よ
い
と
考
え
て
い

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
翌
一
九
五
〇
年
に
勃
発
し
た
朝
鮮
戦
争
と
中

共
軍
の
介
入
は
、
ア
メ
リ
カ
の
信
頼
出
来
る
反
共
の
闘
士
と
し
て
の
蒋
介
石
を

再
び
ク
冒
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
し
か
し
同
年
二
月
に
火
ぶ

た
を
切
ら
れ
た
所
謂
「
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
旋
風
」
は
以
後
数
年
に
わ
た
つ
て
一
般
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国
民
が
対
華
政
策
を
口
に
す
る
の
を
封
じ
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
つ
た
。

　
第
三
章
で
は
、
ま
ず
約
四
〇
年
に
わ
た
つ
て
ア
メ
リ
カ
の
中
国
に
お
け
る
成

功
と
失
敗
の
シ
ム
ボ
ル
と
な
つ
て
来
た
蒋
介
石
を
取
り
上
げ
、
各
界
の
ア
メ
リ

カ
人
の
蒋
介
石
観
が
展
開
さ
れ
、
さ
ら
に
台
湾
の
存
在
を
ど
う
見
る
か
、
さ
ら

に
ア
メ
リ
カ
の
蒋
介
石
観
を
作
つ
て
い
る
老
シ
ナ
通
の
存
在
が
い
か
な
る
も
の

で
あ
る
か
が
示
さ
れ
る
。
一
九
五
五
年
の
調
査
は
、
ア
メ
リ
カ
人
の
五
四
％
が

彼
を
好
ま
し
い
人
物
、
二
〇
％
が
好
ま
し
か
ら
ざ
る
人
物
と
し
て
い
る
。
今

日
、
蒋
の
支
持
者
は
、
陸
海
軍
の
積
極
派
と
退
役
組
で
あ
る
と
い
う
。

　
第
二
部
に
お
い
て
著
者
は
、
最
近
の
ア
メ
リ
カ
の
中
国
に
対
す
る
態
度
の
発

展
と
、
新
し
い
幻
想
が
古
い
希
望
に
と
つ
て
代
わ
る
過
程
を
分
析
す
る
。
共
産
主

義
革
命
が
、
ア
メ
リ
カ
人
が
か
つ
て
知
つ
て
い
た
中
国
を
全
く
異
な
つ
た
も
の

と
し
、
そ
の
「
黄
禍
論
」
を
想
い
出
さ
せ
る
不
気
味
さ
、
「
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義

反
対
」
を
呼
号
す
る
七
億
の
民
衆
、
人
海
戦
術
、
洗
脳
、
…
：
等
の
現
実
は
、

ア
メ
リ
カ
人
の
感
情
、
思
考
に
大
き
な
傷
跡
を
残
す
こ
と
に
な
つ
た
。
著
者
は

こ
こ
で
、
か
つ
て
の
友
邦
が
恐
し
い
巨
人
に
変
貌
し
た
こ
と
、
中
国
の
ア
ジ
ア

に
対
す
る
影
響
力
、
中
国
の
内
部
変
化
に
対
す
る
見
通
し
、
中
国
の
反
米
感
情

の
問
題
、
中
国
と
原
爆
の
問
題
が
ア
メ
リ
カ
人
の
イ
メ
ー
ジ
の
中
で
ど
う
捉
え

ら
れ
て
い
る
か
を
二
〇
〇
人
と
の
イ
ン
タ
ピ
ュ
ー
か
ら
引
出
し
て
来
る
。
選
ば

れ
た
二
〇
〇
人
は
全
米
各
州
に
わ
た
り
、
大
学
教
授
、
役
人
、
軍
人
、
実
業

家
、
法
律
家
、
医
師
、
ラ
ジ
オ
解
説
者
等
責
任
あ
る
指
導
者
的
な
地
位
に
あ
る

人
々
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
出
て
来
た
も
の
は
多
種
多
様
で
あ
り
、
「
群
盲
象
を
な

で
る
」
類
の
も
の
で
あ
る
が
、
中
共
と
い
う
直
接
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
怪
獣

を
理
解
す
る
手
が
か
り
に
は
な
る
と
著
者
は
言
う
。
以
上
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
一
四
　
　
　
（
一
二
四
）

よ
る
中
国
像
の
構
成
と
並
ん
で
、
第
二
部
の
白
眉
は
、
一
九
六
四
年
ミ
シ
ガ
ソ
大

学
の
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
つ
て
行
な
わ
れ
た
中
国
に
関
す
る
世
論
調
査
の

分
析
で
あ
る
。
世
論
調
査
の
詳
細
は
巻
末
に
六
二
ぺ
ー
ジ
に
わ
た
つ
て
紹
介
さ

れ
て
い
る
が
、
「
共
産
政
権
が
中
国
に
存
在
す
る
こ
と
を
知
つ
て
い
る
か
」
、
「
中

共
へ
の
関
心
の
度
合
は
ど
う
か
」
、
「
中
共
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
政
策
を
ど
う

認
識
し
て
い
る
か
」
、
「
国
民
政
府
の
存
在
を
知
つ
て
い
る
か
」
、
「
中
共
に
ど
う

対
処
す
る
か
」
、
「
国
民
政
府
が
中
共
を
攻
撃
す
る
場
合
援
助
す
べ
き
か
」
、
「
中

共
の
国
連
加
盟
が
実
現
し
た
ら
、
　
ア
メ
リ
カ
は
国
連
か
ら
脱
退
す
べ
き
か
」
、

「
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
に
つ
い
て
の
情
報
と
意
見
」
、
「
中
国
政
策
に
つ
い
て
の
意

見
と
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
策
に
つ
い
て
の
意
見
の
関
連
性
」
の
一
〇
大
項
目
を
さ
ら

に
細
分
化
し
て
一
、
五
〇
一
人
か
ら
得
た
調
査
結
果
は
、
ア
メ
リ
カ
人
が
中
国

に
対
し
て
い
か
に
無
知
で
あ
る
か
と
同
時
に
、
ア
メ
リ
カ
人
の
大
多
数
が
か
な

り
の
程
度
ま
で
大
統
領
の
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ブ
に
信
頼
し
、
そ
の
外
交
政
策
変
更

に
従
う
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。

　
著
者
は
ま
た
、
第
二
部
に
お
い
て
、
一
九
四
〇
年
代
、
五
〇
年
代
に
議
会
内
外

で
勢
力
を
有
し
て
い
た
「
チ
ャ
イ
ナ
・
ロ
ピ
ー
」
を
は
じ
め
と
す
る
ア
メ
リ
カ
の

対
中
国
政
策
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
圧
力
団
体
、
そ
の
他
の
組
織

を
取
り
上
げ
て
い
る
。
チ
ャ
イ
ナ
・
ロ
ビ
ー
を
継
ぐ
も
の
と
し
て
「
中
共
の
国
連

加
盟
に
反
対
す
る
百
万
人
委
員
会
」
は
、
会
費
納
入
会
員
は
六
〇
〇
〇
人
し
か

い
な
い
が
、
こ
の
委
員
会
の
見
解
に
反
対
す
る
人
物
が
立
候
補
し
た
際
．
一
般

市
民
に
対
す
る
反
共
宣
伝
と
非
難
を
そ
の
人
物
に
集
中
す
る
な
ど
、
そ
の
精
力

的
な
出
版
活
動
と
相
ま
つ
て
派
手
な
動
き
を
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
そ

の
他
退
役
軍
人
な
ど
を
中
心
と
す
る
右
翼
、
殆
ん
ど
影
響
は
持
た
な
い
が
急
進



的
な
左
翼
、
そ
れ
に
ニ
ュ
i
・
レ
フ
ト
と
い
わ
れ
る
人
々
の
中
国
政
策
に
対
す

る
考
え
方
に
加
え
、
中
国
の
前
進
的
な
改
革
を
説
く
団
体
や
個
人
の
動
き
と
し

て
、
イ
ン
テ
リ
が
中
核
と
な
つ
て
い
る
ト
含
霞
一
S
覆
騰
賃
U
①
目
o
霧
暮
一
。
＞
9
一
9

（
卜
∪
》
）
、
ア
メ
リ
カ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
三
分
の
二
を
代
表
す
る
↓
ぎ
客
甲

誉
蕃
一
Q
。
§
亀
亀
O
げ
霞
魯
霰
（
客
O
O
）
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
第
三
部
は
、
中
国
に
関
す
る
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
を
扱
う
．
ま
ず

中
国
に
つ
い
て
の
情
報
が
真
偽
入
り
乱
れ
て
入
つ
て
来
る
原
因
を
探
り
、
中
共

に
関
す
る
情
報
源
が
公
的
な
も
の
と
し
て
「
人
民
日
報
」
、
北
京
放
送
と
い
つ
た

も
の
に
限
定
さ
れ
、
そ
れ
を
カ
ヴ
ァ
ー
す
べ
ぎ
香
港
な
ど
へ
の
避
難
民
、
中
国
に

入
国
を
許
可
さ
れ
て
い
る
国
々
の
旅
行
者
か
ら
の
聴
取
り
も
印
象
が
ま
ち
ま
ち

で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ス
に
歪
み
が
出
て
く
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
次
に
大
衆
が
中
国

に
無
知
な
理
由
と
し
て
、
e
中
国
の
歴
史
と
文
化
へ
の
無
知
、
⇔
中
国
の
共
産

主
義
の
性
質
に
対
す
る
無
知
を
あ
げ
、
そ
れ
が
ア
メ
リ
カ
の
学
校
教
育
と
ど
う

関
連
が
あ
る
か
を
分
析
し
て
い
る
。
e
フ
ォ
ー
ド
、
質
ッ
ク
フ
ェ
ラ
：
、
カ
ー

ネ
ギ
ー
等
の
大
財
団
か
ら
中
国
研
究
に
寄
付
さ
れ
る
寄
金
の
増
大
、
⇔
一
九
五

八
年
制
定
の
国
家
防
衛
教
育
法
が
中
国
語
を
含
む
語
学
教
育
と
地
域
研
究
セ
ン

タ
ー
の
設
置
を
全
米
に
容
易
に
さ
せ
た
こ
と
、
㊧
中
国
研
究
者
に
よ
つ
て
現
代

中
国
研
究
総
合
委
員
会
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
、
は
近
年
ア
メ
リ
カ
の
中
国
研
究

を
活
発
化
し
た
大
き
な
要
因
と
し
て
数
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
れ
に
加
え
、

高
校
レ
ベ
ル
か
ら
中
国
語
を
教
え
は
じ
め
た
こ
と
、
視
聴
覚
設
備
を
利
用
し
た

語
学
教
育
方
法
の
改
善
、
共
産
主
義
に
つ
い
て
こ
れ
を
避
け
ず
に
教
え
る
こ

と
、
な
ど
に
よ
つ
て
、
ア
メ
リ
カ
人
の
中
国
理
解
は
徐
々
に
良
い
方
向
に
向
う

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と
す
る
。

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

　
第
四
部
は
、
朝
鮮
戦
争
以
後
の
ア
メ
リ
カ
の
中
国
政
策
を
縛
つ
て
来
た
も
の

へ
の
洞
察
で
あ
る
。
ま
ず
議
会
、
政
府
、
国
務
者
が
い
か
な
る
役
割
を
果
た
し
て

来
た
か
が
追
求
さ
れ
る
。
中
共
の
承
認
、
中
共
の
国
連
加
盟
、
台
湾
の
防
衛
と

い
う
中
国
に
関
す
る
三
大
問
題
を
め
ぐ
つ
て
、
共
和
党
と
民
主
党
が
議
会
に
お

い
て
取
つ
た
立
場
、
一
九
五
九
年
の
コ
ン
巨
ソ
報
告
の
影
響
、
一
九
穴
四
年
の
上

院
外
交
委
員
長
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
の
中
国
政
策
に
関
す
る
演
説
ー
ー
ー
O
硬
直
性
、

O
神
話
と
誤
つ
た
概
念
か
ら
作
り
出
さ
れ
る
政
策
の
危
険
性
！
の
影
響
（
彼

の
下
に
は
そ
の
演
説
へ
の
反
響
と
し
て
二
一
〇
〇
〇
通
の
手
紙
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の

三
分
の
二
は
彼
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
つ
た
と
い
う
）
、
　
一
九
六
五
年
三
月
下
院

の
ザ
ブ
ロ
ッ
キ
：
委
員
会
に
よ
る
中
ソ
論
争
に
関
す
る
公
聴
会
の
影
響
、
中

国
問
題
を
看
板
に
し
て
立
つ
た
議
員
候
補
者
と
選
挙
の
結
果
、
な
ど
が
描
か

れ
、
結
局
中
国
政
策
の
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ブ
を
取
る
の
は
議
会
で
は
な
く
大
統
領

で
あ
る
と
全
て
の
人
々
が
考
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
国
務
者
は
ど
う
機
能
す
る
の
か
、
国
務
省
は
国
内
に
対
し
て
は
中
国

に
関
す
る
情
況
を
議
会
と
政
府
に
知
悉
し
、
か
つ
適
切
な
措
置
、
政
策
の
変
化

な
ど
を
薦
め
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
が
、
国
務
省
の
政
策
立
案
者
は
議
員
を
絶

え
ず
「
石
橋
を
叩
い
て
渡
る
し
か
能
が
な
い
」
と
考
え
、
議
員
は
国
務
省
を

「
進
歩
的
で
理
論
だ
け
が
先
走
る
」
と
考
え
、
両
者
の
間
に
は
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ

ム
が
残
し
た
傷
跡
も
あ
つ
て
大
き
な
乖
離
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
国
務
省
側

の
説
明
不
十
分
、
議
員
側
の
中
国
政
策
に
対
す
る
無
関
心
は
両
者
の
接
触
が
旨

く
行
か
な
い
大
き
な
理
由
で
あ
る
。
国
務
省
と
一
般
国
民
の
関
係
も
必
ず
し
も

良
好
で
な
い
。
対
外
政
策
に
つ
い
て
知
ら
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
こ
と
に
不
満

を
持
つ
大
衆
に
対
し
国
務
省
は
講
師
派
遣
、
出
版
物
と
い
つ
た
手
段
を
通
じ
て
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紹
介
と
批
評

中
国
政
策
な
ど
に
つ
い
て
よ
り
親
切
な
説
明
を
行
な
う
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ

』
ラ
。　

著
者
は
、
結
論
の
部
分
に
お
い
て
二
つ
の
提
案
を
行
な
う
。
一
つ
は
中
国
に

関
す
る
情
報
の
質
と
量
の
改
善
で
あ
り
、
一
つ
は
ア
メ
リ
カ
の
中
国
政
策
に
関

す
る
合
理
的
な
大
衆
討
論
の
機
会
を
持
ち
、
こ
れ
を
再
検
討
す
る
こ
と
で
あ

る
。
も
し
中
国
政
策
の
再
検
討
が
行
な
わ
れ
る
な
ら
、
自
分
の
意
見
を
反
映
さ

せ
た
が
つ
て
い
る
国
民
は
喜
ん
で
こ
れ
に
応
ず
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
よ
う
な

場
合
大
統
領
の
み
が
断
固
と
し
た
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ブ
を
取
れ
る
こ
と
は
こ
れ
ま

で
繰
り
返
し
た
こ
と
、
お
よ
び
世
論
調
査
の
結
果
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
と
い

う
。　

本
書
執
筆
後
に
行
な
わ
れ
た
上
院
の
公
聴
会
（
一
九
六
六
年
三
月
）
に
お
い

て
、
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
、
シ
ュ
ウ
ォ
ル
ツ
、
バ
ー
ネ
ッ
ト
、
ス
カ
ラ
ピ
ー
ノ
、
テ

イ
ラ
ー
、
ヒ
ン
ト
ン
な
ど
の
教
授
陣
、
ジ
ャ
ッ
ド
と
い
つ
た
退
役
軍
人
等
が
中

国
政
策
に
関
す
る
自
己
の
考
え
を
率
直
に
述
べ
、
議
員
と
の
間
に
討
論
を
行
な

つ
た
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
著
者
の
言
う
望
ま
し
い
方
向
へ
事
態
が
動
い
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
本
書
は
、
著
者
が
そ
の
極
東
通
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と

い
う
経
験
と
特
権
を
十
分
に
利
用
し
た
オ
フ
レ
コ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
・
ー
の
成
果
を

十
分
に
活
用
し
、
ミ
シ
ガ
ン
大
学
の
世
論
調
査
と
そ
れ
を
巧
み
に
ミ
ッ
ク
ス
さ

せ
て
、
ア
メ
リ
カ
人
の
中
国
観
を
多
面
的
に
捉
え
た
極
め
て
注
目
す
べ
き
書
物

と
い
え
よ
う
。
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